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E-01電気設備工事特記仕様書 N.S五開小学校グラウンド・体育館LED照明改修工事

　　特　　　　記　　　　事　　　　項

壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として下表による。

名　　　　称 測　　点 取付高さ［ｍｍ］

床上～中心

　　〃　　

２,１００

２,５００

鏡上端～中心 １５０

ブラケット（一般）

　　〃　　（踊場）

　　〃　　（鏡上）

避難口誘導灯 床上～上端 １,５００　以上

床上～中心

〃

〃

１,１００

１,３００スイッチ　（一般）

　　〃　　（身体障害者用）

コンセント（一般） ３００

コンセント（作業室等） 〃 機器類等により決定とする

３００

３００

電話アウトレット

直列ユニット

１,３００アッテネータ（一般）

〃

〃

〃

１,３００インターホン 〃

上記を基準とするが、施工前に打合せを行い、決定すること。

Ⅲ．設備機材等選定表（下記以外は監督員の承諾を得ること）

機　材　名 指　定　メ　ー　カ　ー

制御盤・端子盤類

受変電・配電盤類

同　　　上

戸　上 エナジ 日本高圧

三　菱 東　芝 日　立

三　菱 指　月 ニチコン

東　芝パナソニック 岩　崎三　菱 遠　藤

パナソニック 東　芝 神　保 寺　田 アメリカン

土　井 フジプレ 日本資材関　根 杉　江 山一窯業

パナソニックＴＯＡ

明工社

JVCｹﾝｳｯﾄﾞ

パナソニック アイホン ケアコム

ＮＥＣ パナソニック 岩　通 日　立

パナソニック Ｄ　Ｘ 八　木 日本アンテナ マスプロ

能　美パナソニック ホーチキ ニッタン日本ドライケミカル

ＪＩＳマーク表示品、又はＪＩＳマーク表示許可工場

電線管、付属品類 ＪＩＳマーク表示品、又はＪＩＳマーク表示許可工場

照 明 器 具 類

配 線 器 具 類

放 送 機 器 類

イ ン タ ー ホ ン

電 話 機 器 類

テレビ共聴機器

火 災 報 知 機 器

電線ケーブル類

ハ ン ド ホ ー ル

高圧コンデンサ類

高圧気中開閉器

変 　 圧 　 器

新星電機 小林電機ﾋﾞｰﾃｯｸ その他山梨県配電盤工業協同組合加盟製造者

Ⅳ．工事における注意事項

２７取付高さ

機材の品質２８

・性能証明

　項　　　目

２９一般事項

　本工事に必要な工事用電力、水等の費用及び官公署その他の関係機関への諸手続等

に要する費用は請負者の負担とする。

建設省大臣官房官庁営繕部監修の「工事写真の撮り方（最新版）建築設備編」による。

　１）引渡しを要するもの ・無し

・有（　鉄くず他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　２）引渡しを要するもの以外

・別途工事とする。 ・本工事とする。

　３）特別管理産業廃棄物　　　　　　　　

場外搬出とし、搬出及びその処理は

・有（ＰＣＢ使用機器：変圧器）成分検査により、下記判断とする。

ＰＣＢ使用機器は関係法令により適切に処理し、建物管理者に引渡す。

　４）再利用又は再資源化を図るもの ・無し

・無し

・現場説明書による。

・有（現場監督職員の指示による）

・埋戻し後の建設残土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

・現場説明書による。 ・場外搬出処分とする。

　分電盤、制御盤及び端子盤等の二次側以降の配線経路は、電線太さ、電線本数及び

管経等は監督職員の承諾を受けて変更しても差し支えない。

また、機械室等の床配線は図面上　ＰＦ管で記載している場合であっても、立上げ部

分等の露出配管部分は金属管とし、その場合は全長に亘って接地線を設ける。

　特記なき電線管は、合成樹脂可とう電線管（ＰＦ一重管）とし、ボックス及び附属

品等も樹脂製とする。露出配管はネジナシ電線管（ＥＰ）とする。

ただし雨線外の露出部分は、厚鋼電線管（ＺＧ）を使用すること。

　埋込形の盤類には、予備配管を設ける。［予備回路、×３までは（２２）相当を１

本、×４以上は（２２）相当を２本とし、予備スペ－ス１に対して（２８）相当を各

１本天井内まで立ち上げる］

予備（空）配管には、太さ１.２ｍｍ以上の被覆鉄線を挿入する。

下記の露出配管は塗装を行う。（プライマ－処理後、ＳＯＰ２回塗り指定色仕上）

・屋外（　　　　　　　　　　　　）・屋内（　　　　　　　　　　　　　）

施工に際して発生する建設副産物は、関係法令に従って適切に処理すること。

本設計図のうち、機器姿図等に記入の寸法・形状は参考とする。

盤類の鍵は、基本的に２００番とし、使い分けが必要な場合は５５０番と併用する。

遠方操作用押ボタンは、連用形とする。

・タンブラＪＩＳ連用大角形　　　・ネーム付（印刷文字）　　　・ワイド形

図面に特記なき場合は、コンセント　２Ｐ１５Ａ（接地極付）は、プラグ不要とする。

・プラグ収納形　　　・アップ形　　　・上下動形

フラッシプレート　　・金属製　　　　・樹脂製

フロアプレート　　　・砲金製　　　　・アルミ合金製

・ＯＡ対応形（大口）・片口形　　　　・両口形

・本工事　　　　　　・別途

　　特　　　　記　　　　事　　　　項

　屋外灯を除く接地極埋設個所には接地極埋設標（金属製・国土交通省形）を取付け

ること。

構内線路における埋設標の材質及びその個数は、図面に記載のない場合は次による。

・鉄製　　 ・コンクリート製

施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

・電子媒体により納品すること。
・納品時には、正副１部ずつを納品すること。
・使用する媒体は、ＣＤ－Ｒとする。ただし、やむを得ない理由がある場合に限り、
　ＤＶＤ－Ｒの使用も可とする。
・電子媒体に対して必ずウイルスチェックを行うこと。
　（ウイルス対策ソフトは特に指定しないが、最新のウイルスも検出できるように
　　最新のデータに更新したものを利用すること。）
・電子媒体には以下の情報を明記すること。
　　Ａ，工事名称
　　Ｂ，工事場所
　　Ｃ，契約番号
　　Ｄ，発注者担当部署名称
　　Ｅ，請負者名称
　　Ｆ，作成年月
　　Ｇ，何枚目／総枚数
　　Ｈ，ウイルスチェックに関する情報
　　Ｉ，ＣＤ－Ｒフォーマット形式
　　Ｊ，電子媒体の内容の原本性を証明するために、直接署名又は捺印を行う。
　　　・電子納品される写真データは、ＰＤＦ形式、エクセル等で編集したもので、
　　　　従来の印刷物写真と同様な確認ができるものとする。
　　　・写真データは、工種種別、撮影項目毎に分類し、工事の進捗に合わせて
　　　　編集し、容易に確認できるファイル名・フォルダ名を付して整理すること。
　　　・工事写真の検査は、電子データで検査することを原則とするが、印刷物
　　　　または電子データと併用で検査することも可能とし、その範囲は受発注者
　　　　との協議による。詳細については、別紙参照。
　　　・検査に使用する機器の準備と操作は、受注者が行うことを原則とする。
　　　・やむを得ない理由により、電子納品できない場合は、受発注者との
　　　　協議により、従来の印刷物による納品も可とする。
　　　・ここに定めなきことは、受発注者との協議により決定する。

　電線ケーブル類は、環境対策型「エコマテリアル」（ＥＭ）製品を使用する。

但し、既製品のない種類の物は監督職員の承諾を得ること。

ＥＭ電線等で規格等の記載のないものは、ハロゲン及び鉛を含まない材料に

より構成されているものとし、次の記号、仕様による。

発生材の処理

工事写真

・水・その他

工事用電力

５

４

３

６ 残土処理

電線本数管路７

施工図等の取扱い

保安器用接地

ローテンション

アウトレット

接地極埋設標

地中線の埋設標

プレートの材質

コンセント

スイッチ

電磁開閉器用

盤類の鍵

寸法・形状

産廃物の適正処理

フロアコンセント

導入線

予備配管

使用電線管

金属製電線管の

塗装

工事写真の取扱い２５

２４

２３

２２

２１

１９

１８

１７

１６

１５

１４

１３

１２

１０

１１

９

８

など

環境対策型製品

（線ケーブル類）

２６

　項　　　目

グリーン購入法に該当する品目は、その判断基準よる仕様を満足すること。グリーン購入法

機　材　等

　項　　　目

　本工事に使用する設備機材等は、設計図書（「設備機材等選定表」を含む）に規定

するもの又は、これらと同等なものとする。ただし、これらと同等のものとする場合

は、監督員の承諾を受ける。

　　特　　　　記　　　　事　　　　項

　化学物質を発散する建築材料等はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチル

ベンゼンを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

尚、ホルムアルデヒドを発散しないものとはＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆表示

建築材料を、ホルムアルデヒドの発散が極めて少ないものとはＪＩＳ及びＪＡＳの

Ｆ☆☆☆表示建築材料又は同等品を云い、原則としてＦ☆☆☆☆表示建築材料を使用

するものとするが、該当する材料等がない場合は、Ｆ☆☆☆表示建築材料又は同等品

を使用するものとする。

２

１

３．工　事　種　目　（○印のついたものを適用する）

建物別及び屋外

工　事　種　目 その他

工　　　　　事　　　　　種　　　　　別

備　　考グラウンド

２０

改修一式 照明器具

体育館

改修一式

図中特記なきシンボル等はＪＩＳ－Ｃ－０３０３－００に準拠。（細目は、平面図等による。）

５．凡　例

記　号

ＥＭ－ＵＴＰ

ＥＭ－ＣＥＥＳ

ＥＭ－ＭＥＥＳ

ＪＩＳ　Ｘ　５１５０（ＵＴＰ）に準じ、シースにＪＣＳ規格
によるＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

ＪＩＳ　Ｘ　４２５８　Ｄ（制御用ケーブル（遮へい付））に準じ、絶縁材及び
シースにＪＣＳ規格によるＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

ＪＣＳ　２７１（ＭＶＶＳ）に準じ、シースにＪＣＳ規格による
ＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

　仕　　　　　　様

１．共通仕様

　　　工事仕様書を適用する。

　　　尚、機械設備工事の工事仕様書及び建築工事の工事仕様書は、各々電気設備工事に準ずる。

Ⅱ．工事仕様

（１）図面及び特記仕様に記載されてない事項は、全て下記による。

　１）国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書　　（電気設備工事編・最新年度版）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編・最新年度版）」

　　　　　　　　　　　　　　　　及び「公共建築設備工事標準図　　（電気設備工事編・最新年度版）」

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの

　　　設計図書、工事契約書による。

２．工事範囲

３．提出書類

　　　工事契約書及び監督員の指示するもの。（○印の付いたものを適用する）

○工程表 ○施工計画書 ○設備機材等選定表

○工程写真　 ○完成写真　 ○試験成績書

○保証書類 ○取扱説明書　 ○届出書類の控え

○その他監督員の指示するもの

○機器材納品書

○機器類完成図

○機器類製作図 ○施工図面

○完成図面

○工事日報

４．特記仕様

（１）項目は番号に○印の付いたものを適用する。

（２）特記事項において選択する内容の事項は、○印の付いたものを適用する。

（３）その他細部については、監督員の指示による。

（注記：延床面積は建築基準法による表記）

　設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は、外部機

関（社）公共建築協会他が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受ける。

ただし、ＪＩＳ（日本工業規格）に該当するものであることを示す表示のある機材を

使用する場合及びあらかじめ監督職員の承諾を受けた場合には、資料の提出を省略す

但し、製作盤等は、評価名簿以外に山梨県特定盤メーカーとする。

・機材メーカーに拠る施工要領で禁止事項及び注意義務は施工者の責任施工とする。

・ケ－ブル配線等、防火区画貫通個所は、耐火処置を施すこと。

・屋外（多湿所）に使用するプルボックス、支持金物及びビス類はステンレス製とす

　ること。

・波付硬質ポリエチレン管（ＦＥＰ）は難燃性製品を使用すること。

・波付硬質ポリエチレン管より建物、盤及び露出立上がり箇所は、異種管接続材を使

　用し、厚鋼電線管等にて施工すること。（耐震処置例による）

・屋外より地下ピットへの配管飛込み部分は、つば付スリーブ、防水用止水材を使用

　し防水処置を行う。

・地中配管口には、湿気、泥水、小動物及び危険性ガス等が浸入せぬ様、管口止水材

　（パテ、シール等）を使用すること。

・建築構造上のエキスパンジョイント箇所は、配線上支障なき様処置すること。

・ハンドホ－ル、プルボックス内では、ケ－ブル本数及び、点検等を考慮しケ－ブル

　支持金物などを設ける。

・ハンドホ－ル、幹線用プルボックス及び、分電盤等要所の電線等には、プラスチッ

　ク製の名札を取付け、配線サイズ、系統種別、行先、施工年月日及び施工者名を刻

　印表示する。

・断熱施工する外壁面取付の位置ボックスには、結露防止材を使用すること。

・図面に特別指示なくも技術上、構造上、美観上当然必要とみとめられるものは、請

　負者負担において、良心的に行うものとする。

・引込み取付け点は、電力会社、ＮＴＴ等関係担当員と協議の上決定する。

・「暴力団排除条例の施工に伴う、公共工事からの暴力団排除」を目的として

受注者は、下請負者を用いる場合には、金額・工種の如何にかかわらず、末端の

下請負業者まで反映させた、「下請施工体系図」を作成し、遺漏・誤謬が無いよう

記載内容を十分確認の上、遅滞なく監督員へ提出するものとする。

また、提出した「下請施工体系図」の内容に変更が生じた場合は、その都度変更

するものとし、遅滞なく監督員へ提出するものとする。

なお、提出は打合せ簿によるものとする。

１．工事進歩状況報告書を提出すること（毎月１回月末）とし、

インターネットでの提出も可とする。

２．火災保険の加入期間は、工期に１４日以上の日を加えた日までとする。

工事施工において、自ら立案実施した創意工夫や技術力関する項目、

または地域社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、

工事完了までに所定の様式により提出することが出来る。

３．工事特性・創意工夫・社会性等実施状況について、請負者は、

４．その他細部については、監督員の指示による。

５．コリンズ登録、ＣＲＥＤＡＳの提出

本工事において、契約後速やかに登録を行うこと。

尚、ＣＲＥＤＡＳ（最新版）を用いて再資源利用計画・実施書の

提出を行うこと。

ることができる。共通仕様書によるＪＩＳ、ＪＥＣ、ＪＥＭ等の基準に該当するもの

はその適合品とし、それ以外は国土交通大臣官房官庁営繕部監修の、建築材料設備機

材等品質性能評価事業設備機材等評価名簿（最新版）による。

電気設備仕様書

構　造 階　　　　数建　物　名　称
消防法施行令
別表第一（㎡）

延床面積

グラウンド

備　考

２．建物概要

１．工事場所 富士川町柳川１１３４－１０

工事名 五開小学校グラウンド・体育館LED照明改修工事

Ⅰ．工事概要

（工事契約書による）

体育館

受変電設備
発電設備
幹線設備
動力設備
電灯設備
電話配管設備
拡声（音響）設備
テレビ共同受信視設備
電気時計設備
インターホン設備
トイレ呼出設備
ＬＡＮ配線配管設備
監視カメラ設備
火災報知設備

構内配電線路
構内通信線路

特

記

事

項

変

更

事

項 一 級 建 築 士  第  2 1 7 3 4 5  号  中 込  秀 　

工 事 名 称 図 面 名 称 縮 尺 図 面 番 号
設 計 年 月 :

承

認

担

当

作

図

Desi g n  R o o m：山梨県甲府市相生1-5 - 1 5 - 2 F

TEL:(055)-220-7600

中
込

山 梨 県 知 事 登 録  第  1 - 0 3 1 9 8 4  号

2026.01

尾
川

尾
川

E-01電気設備工事特記仕様書 N.S五開小学校グラウンド・体育館LED照明改修工事

　　特　　　　記　　　　事　　　　項

壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として下表による。

名　　　　称 測　　点 取付高さ［ｍｍ］

床上～中心

　　〃　　

２,１００

２,５００

鏡上端～中心 １５０

ブラケット（一般）

　　〃　　（踊場）

　　〃　　（鏡上）

避難口誘導灯 床上～上端 １,５００　以上

床上～中心

〃

〃

１,１００

１,３００スイッチ　（一般）

　　〃　　（身体障害者用）

コンセント（一般） ３００

コンセント（作業室等） 〃 機器類等により決定とする

３００

３００

電話アウトレット

直列ユニット

１,３００アッテネータ（一般）

〃

〃

〃

１,３００インターホン 〃

上記を基準とするが、施工前に打合せを行い、決定すること。

Ⅲ．設備機材等選定表（下記以外は監督員の承諾を得ること）

機　材　名 指　定　メ　ー　カ　ー

制御盤・端子盤類

受変電・配電盤類

同　　　上

戸　上 エナジ 日本高圧

三　菱 東　芝 日　立

三　菱 指　月 ニチコン

東　芝パナソニック 岩　崎三　菱 遠　藤

パナソニック 東　芝 神　保 寺　田 アメリカン

土　井 フジプレ 日本資材関　根 杉　江 山一窯業

パナソニックＴＯＡ

明工社

JVCｹﾝｳｯﾄﾞ

パナソニック アイホン ケアコム

ＮＥＣ パナソニック 岩　通 日　立

パナソニック Ｄ　Ｘ 八　木 日本アンテナ マスプロ

能　美パナソニック ホーチキ ニッタン日本ドライケミカル

ＪＩＳマーク表示品、又はＪＩＳマーク表示許可工場

電線管、付属品類 ＪＩＳマーク表示品、又はＪＩＳマーク表示許可工場

照 明 器 具 類

配 線 器 具 類

放 送 機 器 類

イ ン タ ー ホ ン

電 話 機 器 類

テレビ共聴機器

火 災 報 知 機 器

電線ケーブル類

ハ ン ド ホ ー ル

高圧コンデンサ類

高圧気中開閉器

変 　 圧 　 器

新星電機 小林電機ﾋﾞｰﾃｯｸ その他山梨県配電盤工業協同組合加盟製造者

Ⅳ．工事における注意事項

２７取付高さ

機材の品質２８

・性能証明

　項　　　目

２９一般事項

　本工事に必要な工事用電力、水等の費用及び官公署その他の関係機関への諸手続等

に要する費用は請負者の負担とする。

建設省大臣官房官庁営繕部監修の「工事写真の撮り方（最新版）建築設備編」による。

　１）引渡しを要するもの ・無し

・有（　鉄くず他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　２）引渡しを要するもの以外

・別途工事とする。 ・本工事とする。

　３）特別管理産業廃棄物　　　　　　　　

場外搬出とし、搬出及びその処理は

・有（ＰＣＢ使用機器：変圧器）成分検査により、下記判断とする。

ＰＣＢ使用機器は関係法令により適切に処理し、建物管理者に引渡す。

　４）再利用又は再資源化を図るもの ・無し

・無し

・現場説明書による。

・有（現場監督職員の指示による）

・埋戻し後の建設残土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

・現場説明書による。 ・場外搬出処分とする。

　分電盤、制御盤及び端子盤等の二次側以降の配線経路は、電線太さ、電線本数及び

管経等は監督職員の承諾を受けて変更しても差し支えない。

また、機械室等の床配線は図面上　ＰＦ管で記載している場合であっても、立上げ部

分等の露出配管部分は金属管とし、その場合は全長に亘って接地線を設ける。

　特記なき電線管は、合成樹脂可とう電線管（ＰＦ一重管）とし、ボックス及び附属

品等も樹脂製とする。露出配管はネジナシ電線管（ＥＰ）とする。

ただし雨線外の露出部分は、厚鋼電線管（ＺＧ）を使用すること。

　埋込形の盤類には、予備配管を設ける。［予備回路、×３までは（２２）相当を１

本、×４以上は（２２）相当を２本とし、予備スペ－ス１に対して（２８）相当を各

１本天井内まで立ち上げる］

予備（空）配管には、太さ１.２ｍｍ以上の被覆鉄線を挿入する。

下記の露出配管は塗装を行う。（プライマ－処理後、ＳＯＰ２回塗り指定色仕上）

・屋外（　　　　　　　　　　　　）・屋内（　　　　　　　　　　　　　）

施工に際して発生する建設副産物は、関係法令に従って適切に処理すること。

本設計図のうち、機器姿図等に記入の寸法・形状は参考とする。

盤類の鍵は、基本的に２００番とし、使い分けが必要な場合は５５０番と併用する。

遠方操作用押ボタンは、連用形とする。

・タンブラＪＩＳ連用大角形　　　・ネーム付（印刷文字）　　　・ワイド形

図面に特記なき場合は、コンセント　２Ｐ１５Ａ（接地極付）は、プラグ不要とする。

・プラグ収納形　　　・アップ形　　　・上下動形

フラッシプレート　　・金属製　　　　・樹脂製

フロアプレート　　　・砲金製　　　　・アルミ合金製

・ＯＡ対応形（大口）・片口形　　　　・両口形

・本工事　　　　　　・別途

　　特　　　　記　　　　事　　　　項

　屋外灯を除く接地極埋設個所には接地極埋設標（金属製・国土交通省形）を取付け

ること。

構内線路における埋設標の材質及びその個数は、図面に記載のない場合は次による。

・鉄製　　 ・コンクリート製

施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

・電子媒体により納品すること。
・納品時には、正副１部ずつを納品すること。
・使用する媒体は、ＣＤ－Ｒとする。ただし、やむを得ない理由がある場合に限り、
　ＤＶＤ－Ｒの使用も可とする。
・電子媒体に対して必ずウイルスチェックを行うこと。
　（ウイルス対策ソフトは特に指定しないが、最新のウイルスも検出できるように
　　最新のデータに更新したものを利用すること。）
・電子媒体には以下の情報を明記すること。
　　Ａ，工事名称
　　Ｂ，工事場所
　　Ｃ，契約番号
　　Ｄ，発注者担当部署名称
　　Ｅ，請負者名称
　　Ｆ，作成年月
　　Ｇ，何枚目／総枚数
　　Ｈ，ウイルスチェックに関する情報
　　Ｉ，ＣＤ－Ｒフォーマット形式
　　Ｊ，電子媒体の内容の原本性を証明するために、直接署名又は捺印を行う。
　　　・電子納品される写真データは、ＰＤＦ形式、エクセル等で編集したもので、
　　　　従来の印刷物写真と同様な確認ができるものとする。
　　　・写真データは、工種種別、撮影項目毎に分類し、工事の進捗に合わせて
　　　　編集し、容易に確認できるファイル名・フォルダ名を付して整理すること。
　　　・工事写真の検査は、電子データで検査することを原則とするが、印刷物
　　　　または電子データと併用で検査することも可能とし、その範囲は受発注者
　　　　との協議による。詳細については、別紙参照。
　　　・検査に使用する機器の準備と操作は、受注者が行うことを原則とする。
　　　・やむを得ない理由により、電子納品できない場合は、受発注者との
　　　　協議により、従来の印刷物による納品も可とする。
　　　・ここに定めなきことは、受発注者との協議により決定する。

　電線ケーブル類は、環境対策型「エコマテリアル」（ＥＭ）製品を使用する。

但し、既製品のない種類の物は監督職員の承諾を得ること。

ＥＭ電線等で規格等の記載のないものは、ハロゲン及び鉛を含まない材料に

より構成されているものとし、次の記号、仕様による。

発生材の処理

工事写真

・水・その他

工事用電力

５

４

３

６ 残土処理

電線本数管路７

施工図等の取扱い

保安器用接地

ローテンション

アウトレット

接地極埋設標

地中線の埋設標

プレートの材質

コンセント

スイッチ

電磁開閉器用

盤類の鍵

寸法・形状

産廃物の適正処理

フロアコンセント

導入線

予備配管

使用電線管

金属製電線管の

塗装

工事写真の取扱い２５

２４

２３

２２

２１

１９

１８

１７

１６

１５

１４

１３

１２

１０

１１

９

８

など

環境対策型製品

（線ケーブル類）

２６

　項　　　目

グリーン購入法に該当する品目は、その判断基準よる仕様を満足すること。グリーン購入法

機　材　等

　項　　　目

　本工事に使用する設備機材等は、設計図書（「設備機材等選定表」を含む）に規定

するもの又は、これらと同等なものとする。ただし、これらと同等のものとする場合

は、監督員の承諾を受ける。

　　特　　　　記　　　　事　　　　項

　化学物質を発散する建築材料等はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチル

ベンゼンを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

尚、ホルムアルデヒドを発散しないものとはＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆表示

建築材料を、ホルムアルデヒドの発散が極めて少ないものとはＪＩＳ及びＪＡＳの

Ｆ☆☆☆表示建築材料又は同等品を云い、原則としてＦ☆☆☆☆表示建築材料を使用

するものとするが、該当する材料等がない場合は、Ｆ☆☆☆表示建築材料又は同等品

を使用するものとする。

２

１

３．工　事　種　目　（○印のついたものを適用する）

建物別及び屋外

工　事　種　目 その他

工　　　　　事　　　　　種　　　　　別

備　　考グラウンド

２０

改修一式 照明器具

体育館

改修一式

図中特記なきシンボル等はＪＩＳ－Ｃ－０３０３－００に準拠。（細目は、平面図等による。）

５．凡　例

記　号

ＥＭ－ＵＴＰ

ＥＭ－ＣＥＥＳ

ＥＭ－ＭＥＥＳ

ＪＩＳ　Ｘ　５１５０（ＵＴＰ）に準じ、シースにＪＣＳ規格
によるＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

ＪＩＳ　Ｘ　４２５８　Ｄ（制御用ケーブル（遮へい付））に準じ、絶縁材及び
シースにＪＣＳ規格によるＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

ＪＣＳ　２７１（ＭＶＶＳ）に準じ、シースにＪＣＳ規格による
ＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

　仕　　　　　　様

１．共通仕様

　　　工事仕様書を適用する。

　　　尚、機械設備工事の工事仕様書及び建築工事の工事仕様書は、各々電気設備工事に準ずる。

Ⅱ．工事仕様

（１）図面及び特記仕様に記載されてない事項は、全て下記による。

　１）国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書　　（電気設備工事編・最新年度版）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編・最新年度版）」

　　　　　　　　　　　　　　　　及び「公共建築設備工事標準図　　（電気設備工事編・最新年度版）」

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの

　　　設計図書、工事契約書による。

２．工事範囲

３．提出書類

　　　工事契約書及び監督員の指示するもの。（○印の付いたものを適用する）

○工程表 ○施工計画書 ○設備機材等選定表

○工程写真　 ○完成写真　 ○試験成績書

○保証書類 ○取扱説明書　 ○届出書類の控え

○その他監督員の指示するもの

○機器材納品書

○機器類完成図

○機器類製作図 ○施工図面

○完成図面

○工事日報

４．特記仕様

（１）項目は番号に○印の付いたものを適用する。

（２）特記事項において選択する内容の事項は、○印の付いたものを適用する。

（３）その他細部については、監督員の指示による。

（注記：延床面積は建築基準法による表記）

　設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は、外部機

関（社）公共建築協会他が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受ける。

ただし、ＪＩＳ（日本工業規格）に該当するものであることを示す表示のある機材を

使用する場合及びあらかじめ監督職員の承諾を受けた場合には、資料の提出を省略す

但し、製作盤等は、評価名簿以外に山梨県特定盤メーカーとする。

・機材メーカーに拠る施工要領で禁止事項及び注意義務は施工者の責任施工とする。

・ケ－ブル配線等、防火区画貫通個所は、耐火処置を施すこと。

・屋外（多湿所）に使用するプルボックス、支持金物及びビス類はステンレス製とす

　ること。

・波付硬質ポリエチレン管（ＦＥＰ）は難燃性製品を使用すること。

・波付硬質ポリエチレン管より建物、盤及び露出立上がり箇所は、異種管接続材を使

　用し、厚鋼電線管等にて施工すること。（耐震処置例による）

・屋外より地下ピットへの配管飛込み部分は、つば付スリーブ、防水用止水材を使用

　し防水処置を行う。

・地中配管口には、湿気、泥水、小動物及び危険性ガス等が浸入せぬ様、管口止水材

　（パテ、シール等）を使用すること。

・建築構造上のエキスパンジョイント箇所は、配線上支障なき様処置すること。

・ハンドホ－ル、プルボックス内では、ケ－ブル本数及び、点検等を考慮しケ－ブル

　支持金物などを設ける。

・ハンドホ－ル、幹線用プルボックス及び、分電盤等要所の電線等には、プラスチッ

　ク製の名札を取付け、配線サイズ、系統種別、行先、施工年月日及び施工者名を刻

　印表示する。

・断熱施工する外壁面取付の位置ボックスには、結露防止材を使用すること。

・図面に特別指示なくも技術上、構造上、美観上当然必要とみとめられるものは、請

　負者負担において、良心的に行うものとする。

・引込み取付け点は、電力会社、ＮＴＴ等関係担当員と協議の上決定する。

・「暴力団排除条例の施工に伴う、公共工事からの暴力団排除」を目的として

受注者は、下請負者を用いる場合には、金額・工種の如何にかかわらず、末端の

下請負業者まで反映させた、「下請施工体系図」を作成し、遺漏・誤謬が無いよう

記載内容を十分確認の上、遅滞なく監督員へ提出するものとする。

また、提出した「下請施工体系図」の内容に変更が生じた場合は、その都度変更

するものとし、遅滞なく監督員へ提出するものとする。

なお、提出は打合せ簿によるものとする。

１．工事進歩状況報告書を提出すること（毎月１回月末）とし、

インターネットでの提出も可とする。

２．火災保険の加入期間は、工期に１４日以上の日を加えた日までとする。

工事施工において、自ら立案実施した創意工夫や技術力関する項目、

または地域社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、

工事完了までに所定の様式により提出することが出来る。

３．工事特性・創意工夫・社会性等実施状況について、請負者は、

４．その他細部については、監督員の指示による。

５．コリンズ登録、ＣＲＥＤＡＳの提出

本工事において、契約後速やかに登録を行うこと。

尚、ＣＲＥＤＡＳ（最新版）を用いて再資源利用計画・実施書の

提出を行うこと。

ることができる。共通仕様書によるＪＩＳ、ＪＥＣ、ＪＥＭ等の基準に該当するもの

はその適合品とし、それ以外は国土交通大臣官房官庁営繕部監修の、建築材料設備機

材等品質性能評価事業設備機材等評価名簿（最新版）による。

電気設備仕様書

構　造 階　　　　数建　物　名　称
消防法施行令
別表第一（㎡）

延床面積

グラウンド

備　考

２．建物概要

１．工事場所 富士川町柳川１１３４－１０

工事名 五開小学校グラウンド・体育館LED照明改修工事

Ⅰ．工事概要

（工事契約書による）

体育館

受変電設備
発電設備
幹線設備
動力設備
電灯設備
電話配管設備
拡声（音響）設備
テレビ共同受信視設備
電気時計設備
インターホン設備
トイレ呼出設備
ＬＡＮ配線配管設備
監視カメラ設備
火災報知設備

構内配電線路
構内通信線路



既設鋼管柱器具架台付

照明器具

プルボックス１５０×１５０×１００　SUS－WP
（配線接続用）

配置図　S=1/500

パナソニック　ＮＹＳ３５１５５ＫＬＥ９（参考）

投光器　水銀灯４００形相当

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵、防雨型・重耐塩害仕様、拡散タイプ
天井直付型・壁直付型・据置取付型、保護等級：ＩＰ６５
光束維持時間６００００時間（光束維持率８５％）、昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ７０
光束１７２００ｌｍ、消費電力９７．６Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ
本体：アルミ、前面パネル：ポリカーボネート（透明）
アーム：鋼材（溶融亜鉛メッキ）
耐風速６０ｍ／ｓ、落下防止ワイヤー付、耐雷サージ：１５ＫＶ、質量：４．５ｋｇ

投光器　取付参考図

注記）
１、既設照明器具をＬＥＤ器具に更新する。
２、照明器具から安定器は撤去し、幹線は既設再使用とする。
３、照明器具高さは現状を確認すること。角度については照度分布図作成し参考とすること。
４、更新する照明器具以外の電撃殺虫器等は既設とする。

８ 台投光器　水銀灯　４００Ｗ

撤　去

（器具高さ約４m）

体育館

管理棟及び教室棟

運動場

特

記

事

項

変

更

事

項 一 級 建 築 士  第  2 1 7 3 4 5  号  中 込  秀 　

工 事 名 称 図 面 名 称 縮 尺 図 面 番 号
設計年月:

承

認

担

当

作

図

Desi g n  R o o m：山梨県甲府市相生1-5 - 1 5 - 2 F

TEL:(055)-220-7600

中
込

山 梨 県 知 事 登 録  第  1 - 0 3 1 9 8 4  号

2026.01

尾
川

尾
川

E-02グラウンド　照明設備図 1/500五開小学校グラウンド・体育館LED照明改修工事



Ａ Ｂ Ｃ

Ｄ Ｅ Ｆ

（参考）（参考）

（参考）（参考）（参考）

（参考）

特

記

事

項

変

更

事

項 一 級 建 築 士  第  2 1 7 3 4 5  号  中 込  秀 　

工 事 名 称 図 面 名 称 縮 尺 図 面 番 号
設 計 年 月 :

承

認

担

当

作

図

Desi g n  R o o m：山梨県甲府市相生1-5 - 1 5 - 2 F

TEL:(055)-220-7600

中
込

山 梨 県 知 事 登 録  第  1 - 0 3 1 9 8 4  号

2026.01

尾
川

尾
川

E-03五開小学校グラウンド・体育館LED照明改修工事 照明器具姿図 N.S

パナソニック　ＮＹＭ２０２２２ＬＲ９

高天井用照明器具　水銀灯４００形相当

光束２１３００ｌｍ、消費電力１１２Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ
昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ７０、広角タイプ、直付型
光束維持時間６００００時間（光束維持率８５％）、電源内蔵型
本体：アルミ、パネル：ポリカーボネート（透明）、アーム：亜鉛鋼板
約５～１００％連続調光、落下防止ワイヤー付
器具本体（２．５ｋｇ）

パナソニック　ＮＮＦＷ２１８００ＫＬＥ９

ＬＥＤウォールライト　２０形

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵
防湿型・防雨型
５ ０ ０ ０ Ｋ 、 Ｒ ａ ８ ３ 、 光 束 維 持 時 間 ４ ０ ０ ０ ０ 時 間 （ 光 束 維 持 率 ８ ５ ％ ）
器具光束９９０ｌｍ、消費電力１０Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ
本体：ステンレス、カバー：ポリカーボネート（乳白）
天井直付型・壁直付型、保護等級：ＩＰ２３

ＬＥＤ　Ｂ級・ＢＬ形　避難口誘導灯片面型

パナソニック　ＦＡ２０３１２ＣＬＥ１＋ガード

ＬＥＤ誘導灯コンパクトスクエア
Ｂ級・ＢＬ形　片面型
壁・天井直付型
一般型（２０分間）
ニッケル水素蓄電池
リモコン自己点検機能付
型式認定番号：１ＡＭ１１１－３２０９

パナソニック　ＸＦＸ４４９ＤＥＮＬＥ９

ＬＥＤ直付型４０形Ｗ２３０

リニューアル用、一般タイプ、４０００ｌｍタイプ
消費電力２５Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

パナソニック　ＸＦＸ４５０ＮＥＮＬＥ９

ＬＥＤ直付型４０形

一般タイプ、５２００ｌｍタイプ
消費電力３１．９Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

パナソニック　ＸＦＸ４４０ＮＥＮＬＥ９

ＬＥＤ直付型４０形

一般タイプ、４０００ｌｍタイプ
消費電力２５Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵



Ｆ

Ｆ

Ｆ

ＥＥ

Ｅ Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｃ

Ａ

注記）
１、照明器具の撤去新設とする。
２、高天井用器具は、器具・安定器及び昇降装置は撤去とし、
　　既設配線接続とする。（配線は既設再使用）
３、既設器具を調査確認の上施工すること。

養生
ブルーシートの上、ラウン合板２．５ｔ＊９１０＊１８２０の１枚張りとし、
移動足場（天井高さ８.０～８.５ｍ）とし、アリーナ床に負荷等掛からないようにすること。

Ｂ

Ｂ

上部　平面図　S=1/200１階平面図　S=1/200

アリーナ

部屋名称 撤去器具 新設器具 台数

誘導灯　壁付　ガード付 Ｆ ３

ＨＩＤ４００Ｗ

外壁

ＦＬ４０Ｗ×１　逆富士 Ｂ ２

ＦＬ４０Ｗ×１　逆富士 Ｂ ２

ＦＬ４０Ｗ×２　笠付 Ｄ ８

ＦＬ４０Ｗ×１　笠付

ＦＬ４０Ｗ×１　笠付

Ａ ２７

Ｃ ２

Ｃ ２

ＦＬ２０Ｗ×１　ブラケット Ｅ ４
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控室兼倉庫

アリーナ

ステージ

放送室

予備室

アリーナ吹抜け

控室兼倉庫

便所

ステージ

放送室

予備室

アリーナ吹抜け

控室兼倉庫

特

記

事

項

変

更

事

項 一 級 建 築 士  第  2 1 7 3 4 5  号  中 込  秀 　

工 事 名 称 図 面 名 称 縮 尺 図 面 番 号
設計年月:

承

認

担

当

作

図

Desi g n  R o o m：山梨県甲府市相生1-5 - 1 5 - 2 F

TEL:(055)-220-7600

中
込

山 梨 県 知 事 登 録  第  1 - 0 3 1 9 8 4  号

2026.01

尾
川

尾
川

E-04体育館　照明設備図 1/200五開小学校グラウンド・体育館LED照明改修工事


